
１ 題材名「生殖機能の成熟」

２ 題材について

小学校の高学年より中学生期にかけて、思春期による体の変化と自我の目覚めにより、異性に対する関心

が一段と高まる。特に、人間の生命誕生に関わる内容については強い関心を示すようになる。しかし、今日

のような情報化社会では、不正確な情報や好ましくない情報が氾濫し、生命誕生に関わる正確な知識を得る

ためには、情報を適切に選択する力が必要である。小学校では、体の発育・発達の一般的な現象や個人差、

思春期の体つきの変化や初経、精通などを学習している。一方、性機能の成熟の時期や程度には、人によっ

て違いがあることを指導することで個人差について不安にならないよう配慮する。

３ 目 標

・生殖機能の成熟について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的に考え、

判断し、それらを表すことができるようにする。

・思春期には、下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きにより生殖器の発育とともに生殖機能が発達

し、男子では射精、女子では月経が見られることについて、説明することができる。

４ 教科、領域などとの内容的関連

⑴ 理 科 「生物の殖え方」

⑵ 技術・家庭 家庭分野 「Ａ 家庭・家族と子どもの成長 Ｂ 家族と家庭生活」

⑶ 特別の教科 道徳 Ｂ-8 友情、信頼 Ｄ-19 生命の尊さ

⑷ 特別活動 学級活動 ⑵ 適応と成長及び健康安全

ア 思春期の不安や悩みとその解決

ウ 性的な発達への適応
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５ 指導展開例（1/3）

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ VTRを見て、人間が生まれてくるまでの奇跡
について考える。
・４億個の精子の中から、たった一つだけが結び
付く奇跡を知る。

予想される反応>
・卵子だけでは大きくなることはできないから、
精子も重要な役割を果たしているのかな。
・命のもとはとっても小さいのに人間の成長はす
ごいな。

○精子が子宮にたどり着くまでの困難な道のり
があり、それを経て初めて受精卵となり、命
が育まれてくる奇跡を確認する。

展

開

２ 思春期に現れる男女それぞれの変化について考
える。

思春期になると、男らしい、女らしい体つきの
変化が少しずつ見られるようになります。どのよ
うな変化があるか話し合ってみましょう。

・グループで話し合い、男らしい、女らしい体つ
きの変化などをワークシートに記入する。
予想される反応>
・ひげがはえてくる。
・のどぼとけが出てくる。
・体が丸みをおびる。
・乳房が発達する。
・月経が始まる。

・それぞれの体つきの変化を発表する。

なぜこのような体の変化が現れてくるのでしょ
うか。

予想される反応>
・ワークシートに予想を記入する。
・女性は、体内で赤ちゃんを育てるから腰回りに
脂肪をつけて、赤ちゃんを守るのではないか。
・男性は、生まれてくる赤ちゃんを守り、お母さ
んを助けるためにがっちりした体形になるので
はないか。

３ ワークシートに思春期の急速な発育について記
入する。

○男女別（４人程度）のグループになり、話し
やすい雰囲気をつくる。

○性別ごとに体つきの変化を整理する。

○思春期には、脳の下垂体から性腺刺激ホルモ
ンが活発に分泌され、その働きにより生殖器
が発育し、精子や卵子が作られることや月
経・射精についても説明する。
◆思春期には、下垂体から分泌される性腺刺激
ホルモンの働きにより生殖器の発育とともに
生殖機能が発達し、男子では射精、女子では
月経が見られることについて理解したことを
言ったり、書いたりしている。（ワークシート）

生命を誕生させる体に成長するということは、どんなことだろう。

思春期には、脳の下垂体から性腺刺激ホルモン
が分泌され、生殖器が発育し、生殖機能が発達す
ること。女性では月経、男性では射精が起こる。
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ま

と

め

５ 本時の学習のまとめをする。

体は少しずつ成長して、命をつなぐための準備

をしています。命のつながりについて、考えてみ

ましょう。

・VTRを見て、一つの命が誕生する大変さとそ

の大切さを知る。

・ワークシートに本時の感想を記入する。

予想される反応>

・性について知らないことが多くて、気持ち悪い

などと考えていたこともあった。

・それぞれの性の役割があることを知って、命が

誕生する大変さを知った。命を大切にしようと

思った。

○一つの命が誕生するまでには、大変な困難な

道があることを伝える。

○今日の学習を振り返って感じたことをワーク

シートに記入させる。

◆生殖機能の成熟について、課題の解決を目指

して、知識を活用した学習活動などにより、

科学的に考え、判断し、それらを表している。

（観察・ワークシート）

６ 資料・教具

【指導上の留意点・工夫など】

○このような体の変化は誰にでも起こることであり、なぜ起こるか知っていれば、不安になる必要はなく、思

春期の体の変化は命をつなぐための大切なことであると伝える。また、体の変化には個人差があるため、体

つきの変化について過敏になる必要はないことも伝える。

・VTR資料【小さな生命の詩／LIFE BEFORE LIFE】

・赤ちゃんの人形（保健センター）

・VTR資料【命の大切さ】自作

【板書（例）】

生命を誕生させる体に成長するということは、どんなことだろう。

男らしい>

・ひげがはえる。

・のどぼとげが出てくる。

・筋肉が発達する。

・声変わりをする。

女らしい>

・体が丸みをおびる。

・乳房が発達する。

・月経がはじまる。
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【学習カード（例）】

保健ワークシート>

組 氏名

生命を誕生させる体に成長するということは、どんなことだろう。

１ 思春期になると、男らしい、女らしい体つきの変化などが少しずつ見られるようになります。どの

ような変化があるか話し合ってみましょう。

男らしい>

・

分の考え

３ 思春期の

・

の変化について

４ 体は少

・

ずつ成長して、命

・

つなぐための準備

女らしい>

。命のつながりについてどう考えます

か。

５ 今日の感想を書き

２ なぜこのような体の変化があらわれてくると思いますか。自

ょう。

し

を書きましょう。

・

すをし ていま

・

まし

体

を

。ひ くは てげが え る

がと 出のどぼ け く 。て る

筋 達 る。肉 す発が

変 りをわ る。す声

。体 る・ おが を丸 びみ

発房乳 達が る。す・

経月 。が るじ・ は ま

る けてか 赤ち、 んを守るのではないから ゃ回りに脂肪をつ女性は、体内で赤ちゃんを育て 腰 。

助を ためにがっちりした体形になるのでり、お母さんる ける男性は、生まれてく 守赤ちゃんを

どはないか。 な
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１ 題材名「性情報と私たち」

２ 題材について

中学生の時期は思春期の訪れとともに性に関する関心が高まり、自ら性情報を求めるようになる。急速な

情報技術の進化に伴い、情報が氾濫している現代社会においては、主にインターネットからの情報が主流で

あり、手軽に利用できる一方で不正確な情報や好ましくない情報なども同時に知ることもある。携帯電話・

スマートフォンの普及により、このような傾向は一層強まっている。

そこで、本題材では性に対する正しい理解を基盤に、生徒が性情報の情報源の多さに気付き、自分たちに

とってどのような意義や価値があるのかを考え、性情報を適切に取捨選択する大切さを知ることを理解させ

る。また、大量の性情報が無秩序に流布している、現在を生きる生徒の行動選択の能力を高め、正しい認識

を深めることで、自己の成長発達に役立てる態度も育てていきたい。

３ 目 標

性の情報源には様々なものがあることに気付くとともに、性情報の意義や価値について考えを深め、適切

に対応できるようにする。

４ 教科、領域等との内容的関連

⑴ 保健体育 「⑴ 心身の機能の発達と心の健康（性とどう向き合うか）」

⑵ 技術・家庭 「Ｄ 情報に関する技術 ⑴情報通信ネットワークと情報モラル」

⑶ 特別の教科 道徳 Ｂ-8 友情、信頼

⑷ 特別活動 学級活動 ⑵適応と成長及び健康安全 ウ 社会の一員としての自覚と責任

／11時間扱い

特別活動
学級活動

中学校
1年生

性情報と私たち

指 導 事 例
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５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ 本時の内容「性情報の扱い」について簡単な

説明を受け、情報について考える。

情報はどんなところから手に入れられます

か。また、どのくらいの数の情報があると思い

ますか。

予想される反応>

・テレビ／インターネット／本／雑誌など

２ 情報の性質について考える。

それらの情報はどんな性質をもっていると思

いますか。

同じ情報源でも信頼性に違いを感じるのはど

うしてだと思いますか。

予想される反応>

・信頼できないものがある

・個人で無責任に作っている場合がある

性情報が得やすいものの中には、信頼性の低

いものが潜んでいる。

○情報の数が膨大にあるように、性情報の数も膨

大にあることに気付かせることで、本時の目標

につなげるようにする。

○ワークシートを配付。

○性情報の信頼性の高さ、情報の得やすさを考え、

ワークシートに記入させる。

○黒板の分布表に貼り付けさせ、分布を見て信頼

性の高さについて考えさせる。

ピンク：インターネット

青 色：テレビ

緑 色：雑誌、本

黄 色：新聞

展

開

３ 資料①を読み、インターネットから手に入る

情報の意義と問題点について考える。

資料①に挙げたインターネットサイトの使用

について、長所と短所を考えよう。

予想される反応>

長所

・情報が早く手に入る。

・書き込んだりすることで意見を聞ける。

短所

・誰が書いているのかわからない。

・間違ったことでも早く広まっていく。

インターネットには手軽に情報を得られる便

利さがある一方で、匿名性が高く、信頼性の低

い情報もあることから適切な取捨選択が必要。

○資料１を配付し、教師が読む。

○長所と短所をワークシートに記入したのち、グ

ループで意見交流、発表させる。

○インターネットから得られる情報の意義や価値

と問題点の両方に気付かせる。

○手軽に情報のやりとりができるSNSの普及に

より、意思疎通が充分に果たせずにトラブルに

なった事例を紹介する。

○交流サイトなどを利用した犯罪が増加している

ことについて触れる。

正しい知識を得るためには、どんなことに気を付けるとよいのだろう。
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展

開

４ 資料②を読み、Ａくんがどうなったかを予想

する。また、その理由を考える。

Ａくんはどうなっただろうか？ また、それ

はどうしてだろうか？

予想される反応>

どうなったか

・後ろから抱きついて失敗した。

・このあとの学校生活も嫌な雰囲気になった。

理由

・本当のことなのか確かめなかったから。

・インターネット上に書かれていることを信用

したから。

○資料②を配付して、概略を説明する。

○Ａくんがこの掲示板の内容を参考にして、その

まま実践して失敗したケースを想定させる。

○インターネットの持つ匿名性にも触れ、それに

よって掲示板上の書きぶりがどのようになって

いるかにも注目させる。

○保健体育科保健分野との関連を図り、男女によ

る意識の違いなどにも気付かせる。

ま

と

め

５ 多くの性情報から正しい知識を得るためには

どうしたらいいかを考える。

性情報の中から正しい知識を得るには、どの

ようにしたらいいだろうか？

現代の性情報は膨大な量があり、責任をもっ

て取捨選択する力が必要となる。そのためには、

得た情報についてさらに自ら調べ、正しい知識

へと発展させようとする態度が大切である。

６ 性情報について感じたこと、学んだことをま

とめる。

○性情報への適切な対応について、ワークシート

に記入させる。

○ホワイトボードを配付し、意見をまとめさせて

発表させる。

◆性の情報源には様々なものがあることに気付く

とともに、性情報の意義や価値について考えを

深めることで、適切に対応できるようになる。

○様々な情報を比べたり、書いた人の立場を考え

たりするほか、直接相談することの大切さにも

気付かせる。

○ワークシートに記入させる。

指導上の留意点・工夫など

○学年や学級の発達の段階を踏まえ、発問や提示資料を工夫する必要がある。また、実態に応じた適切

な指導のために、事前に意識調査等を行っておくことも有効である。

○情報機器への慣れのほか、性をめぐる意識についても個人差があることや、男女で関心のもち方に違

いがあることについても保健体育科での学習内容と関連させて触れておきたい。

６ 資 料
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１ 題材名「性の悩みや不安の解消」

２ 題材について

思春期の生徒たちは急速に発育・発達していく体の変化に悩み、戸惑い、インターネットや雑誌、友達か

らの間違った情報を得て、間違った行動選択に向かうことがある。

また、自我の目覚めとともに自己主張も強くなるため、周囲の大人への反抗や自身の感情をコントロール

できない状況も生じ、自己を見失う行動を起こしてしまうこともある。

そこで、思春期における体の変化が著しいこの時期に正しい知識を身に付け、自己理解を深めることによっ

て、思春期特有の不安や悩みに適切に対処できると考え、本題材を設定した。

３ 目 標

・思春期の体や心の変化とそれに伴う不安や悩みについて理解を深めことができるようにする。

・不安や悩みを受けとめ、解決に向けた適切な行動選択ができるようにする。

４ 教科、領域等との内容的関連

⑴ 保健体育 「生殖機能の成熟」（１年）

⑵ 保健体育 「性とどう向き合うか」（１年）

⑶ 特別の教科 道徳 Ｂ-8 友情、信頼

⑷ 特別活動 学級活動 ⑵適応と成長及び健康安全

／11時間扱い

特別活動
学級活動

中学校
2年生

性の不安や悩みの解消

指 導 事 例
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５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ 中学生期になってからの自分の心身の成長を

振り返る。

中学に入学してから現在までを振り返り、自

分が成長したと思うところを考えよう。

・中学生期の自分の心身の成長を考える。

・小学校の時には考えたり感じたりしなかった

ことが、不安や悩みとして感じていくことに

気付く。

○不安や悩みだけではなく、成長したことにも目

を向けさせる。

展

開

２ 中学生になってから新たに不安や悩みとして

感じていることを想起する。

自分に起きている気になることに、どんなこ

とがあるだろうか。

・身体や性に関する不安や悩みだけでなく、思

春期特有の悩みや不安について考える。

思春期に、なぜ不安や悩みが起こってくるの

だろうか。

・不安や悩みなどの原因を考える。

科学的な知識の不足

インターネットやメデイア、友達からの情

報が正確でなかった

自分の心のもち方

３ グループで話合いをし、原因となることをよ

り幅広く考える。

・原因として考えたことを交流する。

４ 中学生期の不安や悩みの望ましい解決方法を

考える。

不安や悩みの解決のためにはどうしたらよい

だろうか。

・不安や悩みの原因を整理し、一人一人が解決

方法を考える。

５ グループで話し合い、解決方法をより幅広く

考える。

・グループで不安や悩みを種類や原因ごとに分

類し、それぞれの解決方法を考える。

・各グループで出た考えを学級全体で交流す

る。

・他のグループの意見を聞き、自分の考えと比

較する。

○学級の雰囲気によっては自分を表現しにくいこ

とも考えられるので、意見の発表方法について

は事前アンケートを利用するなど、学校や各学

級の実情に応じて工夫する。

○個人差があること、自分だけに悩みなどがある

のではないことに気付かせる。

○話し合いやすい雰囲気をつくるよう留意する。

○男子同士、女子同士など話合いがしやすいよう

グループ編成を工夫する。

◆思春期の体や心の変化と、それに伴う不安や悩

みについて理解したことを言ったり、書き出し

たりしている。

○一人一人の考えが否定されないよう留意する。

○不安や悩みの幅は広く、他人との比較やあこが

れ、権威への反発などから生ずるものなど様々

である。授業を進める上では、幅広い悩みを出

させたのち、分類して、すぐに解決できる（す

る）もの、時間をかけて解決していくもの等に

整理すると、不安の幅が軽減する。

思春期の不安や悩みについて考えよう
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展

開

みんな同じように不安や悩みをもっていてい

ることを知り、自分に合った解決方法を考え、

対処していくことが大切。

○多くの意見があることに気付かせるよう留意す

る。

○他の人の意見も取り入れながら、自分に合った

解決方法を考えさせるように留意する。

ま
と
め

６ 授業を振り返り、自分のもっている不安や悩

みへ解決方法を整理する。

・自分の不安や悩みに対して、自分に合った解

決方法を考える。

・今日の授業を振り返り、自己評価をする。

◆自分の不安や悩みを見つめ、その解決に向けた

適切な行動選択の方法を説明することができ

る。

６ 指導上の留意点・工夫など

・性に関する不安や悩みには、無知や誤解など正確な知識が欠如しているために起こるものや、自分の心の

もち方によるものがあることを知らせる。

・異性に対する関心や異性との関わりから不安や悩みが発生する場合もあるが、異性を尊重するという立場

から考える事が重要であることを理解させる。

・性に関する不安や悩みは、インターネットやメディア、友人などの影響を受けやすいため、よりよい解決

のためには、早期に信頼できる人や相談機関に相談することが大切なことを理解させる。

７ 資 料

⑴ 事前アンケート項目（例）

①中学校に入学してから現在まで、自分の心がどのように変化してきましたか。

②あなたは、今どんな不安や悩みがありますか。（選択肢）

・先生や家族、まわりの人への不満が増えたり、反抗的になったりした。

・イライラすることが多くなった。

・小さなことで悲しくなることがある。

・独りになりたい時がある。

・進路や将来のことを考えるようになった。

・髪型や服装を気にするようになった。

・異性を気にするようになった。

・友達とエッチな話をしたり、エッチな写真やホームページなどを見たりするようになった。

・男女交際で悩みがある。

・自分の体の変化について不安や悩みがある。

・射精や月経のことで悩みがある。

・性に関する病気のことで悩みがある。

③なぜ、不安や悩みが起こると思いますか。
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⑵ ワークシート（例）
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１ 題材名「異性の理解」

２ 題材について

中学２年生は、中学校生活の半分を過ごし、生徒の人間関係に慣れが生じるとともに複雑化する時期でも

ある。異性との関係も、ただの友人関係から、特定の異性との交際へと発展する生徒も出てくる。

生徒は、様々な人間関係の中で、男女交際はとかく二人だけの関係と考えがちである。そこに他者の行動

や感情が入り込んでくることで、複雑な感情をもったり、その感情を自分本位に他者に向けたりすることも

ある。

本題材では、これまでに培った「他者、そして異性の考え方の違いに気付き、受け止め、理解しようとす

る」意欲や態度をさらに育み、中学生として異性との望ましい関係作りについて具体的に考えられるように

したい。

３ 目 標

･男女が共に、悩みや葛藤を克服することで、より一層深い人間関係を構築していこうとする意欲や態度を

育てる。

･男女が共に、互いの個性を認め、相手への尊敬と幸せを願う思いの大切さを理解できるようにする。

４ 教科、領域等との内容的関連

⑴ 特別の教科 道徳 Ｂ-6 思いやり、感謝 Ｂ-9 相互理解、寛容

⑵ 特別活動 学級活動 ⑵ 適応と成長及び健康安全

ア 思春期の不安や悩みとその解決 イ 自己及び他者の個性の理解と尊重

エ 男女相互の理解と協力 オ 望ましい人間関係の確立

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ Ａ子の日記を読み、登場人物（中学２年生の

Ａ子・Ｂ男）の関係を理解する。

【Ａ子の日記】もうすぐＢくんの誕生日。今年は
部活で使えるタオルにしようかな。Ｂくん、バ
スケ部のキャプテンだし、バスケってめっちゃ
ハードだもんね。小学生の頃からよく応援に
行ったなー。どんどん上手になって…ほんと
かっこいいんだよね。付き合って２度目の誕生
日。どんなタオルなら喜んでくれるかな。

・２人は小学校時代から仲が良い。

・昨年のＢくんの誕生日より前に付き合い始め

たようだ。

○中学生にとって、交際相手にプレゼントを贈る

イベントについて想像を促す。（誕生日、クリス

マス、バレンタインなど）

○ICT機器を活用し、日記を拡大して生徒に提示

する。

／11時間扱い

道 徳

中学校
2年生

異性の理解

指 導 事 例
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展

開

２ 【場面①】を読んで、自分は誰に対してどのよ

うな思いをもつかを考える。

【場面①】今日は（彼氏・彼女）の誕生日です。
もちろんあなたは恋人の誕生日プレゼントを準
備していますが、恋人は別の異性から誕生日プ
レゼントをもらっていました。あなたは、誰に
対して、どんな思いをもちますか？

○Ａ～Ｃさんの考え方の例を見て、自分はどの考

え方に近いかを、黒板に示したＡ～Ｄの下に

ネームプレート等を貼って表明する。

次の３人の考え方のうち、自分に一番近い考

え方を選ぼう。

Ａ：異性に対し ライバル心 を抱きプレゼン

トで勝負しようとする

Ｂ：彼氏・彼女に対して「人気があるな」と

思いつつ やきもち をやく

Ｃ：異性や彼氏・彼女に対して 怒る

Ｄ：その他

○なぜその考えに近いのかを発表する。

予想される反応>

・他の人も好きなのかなと不安になる。

・自分という相手がいるのに、なぜプレゼント

を受け取るのか信じられない。

・プレゼントぐらいで、特に何も思わない。

３ 【場面②】を読んで、自分はどのような思いを

もつかを考える。

【場面②】今日はあなたの誕生日です。思いがけ
ず（彼氏・彼女）以外の異性から、想いのこもっ
た誕生日プレゼントを渡されました。あなたは
どんな思いをもちますか？

○Ａ～Ｃさんの考え方の例を見て、３人がほぼ共

通の考え方であることを知る。

○Ａ～Ｃさんの考え方への共感度を、心情円盤を

用いて表明する。

Ａ～Ｃさんは、プレゼントをもらって嬉しい

気持ちだが、「もらったことは彼氏・彼女に秘密

にする」と考えています。「秘密にする」という

考えに共感できますか。共感できるを「赤色」

として、共感度を表明しよう。

○【場面①】を拡大してICT機器で生徒に提示す

る。

○【場面①】の状況について、自分に置き換えて考

えるよう促す。

○例として３人の考えを紹介する。

○Ａ～Ｃさんの考え方の例をICT機器で生徒に

提示する。資料１

○Ａ～Ｃさんの考え方と違う場合はＤとする。

○事前に教師にアンケートをとり、考え方の例と

して活用するなどの工夫をしてもよい。資料５

○生徒自身の考えを具体的に発表させる。

○生徒の意見を板書する。

○様々な考え方があることに気付かせる。

特に、近い考え方として同じものを選んでいて

も、実際の気持ちや理由が異なることに、目を

向けさせる。

○【場面②】を拡大してICT機器で生徒に提示す

る。

○【場面②】の状況について、自分に置き換えて考

えるよう促す。

○Ａ～Ｃさんの考え方の例をICT機器で生徒に

提示する。資料２

○心情円盤での気持ちの表明の仕方を確認する。

資料３

資料６ 心情円盤（後述）

○なぜ「秘密にする」「秘密にしない」のかをそれ

ぞれ考え、意見を交流する。

予想される反応>

・彼氏・彼女が怒りそうだから、秘密にする。

・プレゼントぐらいで言う必要はない。

・後でばれる方が揉め事になる。

・信じているから言う（言わない）。

○心情円盤で顕著な考えを表明している生徒を中

心に意見を発表させると、考え方の違いに気付

かせやすい。

○生徒の意見を板書する。

○様々な考え方があり、相手のことを考えている

結果だとしても行動が異なることに、生徒が気

付くように促す。

よりよい交際を続けるためにはどんなことが大切だろう
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展

開

４ 【場面③】を読んで、自分はどのような思いを

もつかを考える。

【場面③】Ｂ男は、バスケット部の後輩のＣ子か
らプレゼントをもらっていた。Ｂ男はプレゼン
トを返そうと考える。そして、Ａ子に知られる
とどうなるか、少し不安を感じている。
一方Ａ子は、後輩のＣ子がＢ男にプレゼントを
贈っていることを偶然知ってしまった。Ａ子も
Ｂ男がどう行動するのか、気になっている。

この後、Ａ子とＢ男がよい付き合いを続けて

いくためには、あなたならどのような行動が望

ましいと考えますか。

・個々の考えをワークシートに記入する。

○【場面③】を拡大してICT機器で生徒に提示す

る。資料４

○【場面③】の状況について、交際する当事者以外

の存在について明確にし、それぞれの立場を確

認する。

○ワークシート（Ａ５判程度の用紙で構わない）

を配付する。

ま
と
め

５ ４で考えたことを交流する。

予想される反応>

・互いに本当の気持ちを伝え合う。

・（プレゼントを受け取るかどうかは関係なく）

相手が傷つかない行動をする。

・（プレゼントについて知っていることを伝え

るかどうかに関係なく）相手の気持ちを信じ、

自分の思いだけをぶつけないようにする。

人の考え方は千差万別で、相手が誰であって

も、互いの思いを伝え合い、理解し合う努力が

あってこそ、よりよい関係を築いていける。

○生徒の意見を板書する。

◆男女が共に悩んだり葛藤したりする中で、より

よい人間関係を築いていけることに気付いてい

る。また、築いていこうと考えている。

◆男女がともに、互いの個性を認め、互いに尊重

する思いとともに、相手の幸せを考えることの

大切さを理解している。

６ 指導上の留意点・工夫等

・本時で参考にした読物作品は３学年を通じて主人公が変わらない続きものである。１年生・３年生でも異

性理解に関わる道徳、学級活動等において同じ架空の中学生を登場させると、生徒の思考の流れがスムー

ズになりやすい。

・生徒にとって自分の考えを表現することに恥ずかしさを感じやすい内容である。近い意見を選択させる方

法を取り入れることで、生徒が考えを表現しやすくなる。例として挙げるＡ～Ｃさんとして、身近にいる

大人である教師の意見を提示してもよいだろう。生徒は自分の考えが自然な考えであると捉えられる。

・男子と女子で意見が分かれることがあるので、男性と女性のTTで実践すると効果的である。

・中学校の保健室では、男女交際や異性に対する特別な感情についての相談がある。相談を受けている養護

教諭がTTとして加わることで、中学生が男女交際や異性へ特別な感情について悩みをもつことが、発達

段階上自然であることを理解させやすい利点もある。

・学級活動や道徳、総合的な学習の時間において、人間関係について考える時間がある。それぞれの内容を

関連付けて、この道徳の時間を考えることで、他者との関わりで大切なことが、同じように異性との関わ

りにおいても大切であることを理解しやすい。

７ 資 料

【板書（例）】
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【資料１～４】 ICT機器提示資料（例）

【資料６】

心情円盤

２色の画用紙を用いて、円

を切り抜き、中心から切り込

みを入れたものを重ねて、グ

ラフを模ったもの。

１

２

３

４

1 11

グ
ラ

★

5
％
に
し
て
る
★

フ
で
8

【資料５】

教師アンケート例



１ 題材名「これからの自分」

２ 題材について

中学校３年生は受験を控え、自分の進路と真剣に向き合わなければならない時期となる。義務教育を終え、

これから自分自身で未来を切り開かなければならなくなったとき、これまでの自分を振り返り、周囲の人に

支えられて成長してきたことに気付かせたい。また、今もなお旧来の異性観が社会の中で影響を残している

中、男女共同参画の在り方について考えていく必要がある。

これからの自分を考える中で、身近な生活の場から広く社会における自分の役割を考えさせ、これからも

多くの人との関わりの中に自分が存在すること、同性・異性との様々な関わりの中で、自らを律し、他人と

協調し、他人を思いやる心豊かな人間関係を育てることができるよう、本題材を設定した。

３ 目 標

･人生での人との出会いや関わりの大切さに気付き、交流活動を通してより深めることができるようにする。

･共生社会を実現させるために、自分の性役割を考えることができるようにする。

４ 教材、領域等との関連的内容

⑴ 社会 「人権と共生社会」

⑵ 技術・家庭 「わたしたちと家族・家庭と地域」

５ 指導計画

時 教科、領域 題 材 名 目 標

既習

社会

技術・家庭

学級活動

「現代社会の男女の在り方（性と

進路選択）」

・性役割に対する社会的な考え方の変化と現状を

知り、性役割に対する自己の考えを深める。

・社会における男女の在り方が多様であることに

気付き、自己の生き方に活かそうとする。

1
総合的な学習

の時間

オリエンテーション ・今までの学習を振り返り、意欲を高める。

・学習内容を理解する。

・「生まれてから15歳までの自分」を振り返り、

「15歳から老後までの自分」を考える。

2
総合的な学習

の時間

自分史づくり①

～これまでの自分～

※生まれてから15歳まで

・グループ交流を通して、周囲の人々に支えられ

て成長してきた自分に気付く。

3

本時>

総合的な学習

の時間

自分史づくり②

～これからの自分～

※15歳から老後まで

･人生における人との関わり（男女関係を含む）や

協力を理解し、必要性に気付く。

・社会の中での自分の役割を考える。

／33時間扱い

総合的な
学習の時間

中学校
3年生

これからの自分

指 導 事 例
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６ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ 前時までの確認をする。（資料１）

・周囲の人に支えられて成長してきたことを再

確認する。

２ 老後までの自分史の確認をする。（資料２）

･進学、就職、転職、交際、結婚、出産、職場、

家族、社会的地位、環境など、その時々で予

想される「出来事」「人との出会い」「自分の

役割」を考える。

○４～５名のグループを作り、司会者を決めてお

く。

○自分史は事前に記入しておき、生徒が自分で

持っているようにする。

○付箋を一人３、４枚配付する。

○結婚や出産など、しなければならないことでは

なく、それも選択できることであることを伝え、

固定概念にとらわれないようにする。

展

開

３ グループ内でワークシート（資料２）を交換

し、交流をする。

他の人の自分史を見て、付箋にコメントを書

き、ワークシート（資料３）に貼ろう。

４ 交流活動を基に、さらに考えを深める。

他の人の自分史を見て気付いたこと（共通点

など）や、書いてもらった付箋を読み、自分が

感じたことをワークシート（資料３）に記入し

よう。

５ 「４」で記入したことを発表する。

これからの人生でもたくさんの人と出会い、

関わりをもって生きていくこと。共生社会を実

現するためには、性役割をきちんと認識するこ

とが必要であること。

○交流用ワークシート（資料３）を配付する。

○内容に関して、否定はせず、一人一人を認めた

上で多様な感想、意見を書くようにさせる。

○共感できた内容を記入するように伝える。

○これからの人生も様々な人と関わり、生きてい

くことを気付かせたい。

○机間指導をし、発表者が出なければ、よいもの

を指名し発表してもらう。

○学級内発表の前に、グループで気付いたことや

共通点を話し合わせ、グループごとに発表して

もよい。

ま

と

め

６ 本時のまとめをする

・ワークシート（資料３）に本時の感想を記入

する。

・感想を発表する。

○本時の振り返りをワークシート（資料３）に記

入させる。

○机間指導をし、発表者が出なければ、よいもの

を指名し発表してもらう。

◆人との出会いや関わりの大切さに気付き、交流

活動を通して、より考えを深めている。また、

固定概念にとらわれず、共生社会を実現するた

めの性役割を考え、発言したり、記入したりし

ている。（資料３）

グループでの交流を基に、自分の将来についての考えをさらに深めよう
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７ 指導上の留意点・工夫など

・自分史作成は時間が必要となるため、オリエンテーションの時間に一通り記入をさせ、各授業の始めに確

認の時間を取ると良い。

･３時間目終了後、これまでの学習の振り返りとして一人２分程度のスピーチを考えさせ、発表させるとよ

い。スピーチ発表の仕方も、班内での発表から、学級内発表、学年発表などと発展させることができる。

８ 資 料

【資料１】２時間目使用のワークシート（例）

【資料２】本時使用のワークシート（例）
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【資料３】交流用ワークシート（例）
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１ 題材名「エイズを知り、エイズから学ぶ」

２ 題材について

スマートフォンやゲーム機などを通して、インターネットへの接続が容易になってきており、SNSを通じ

た不特定多数との情報交流の機会も増えている。また、性に関する規範意識の低下や逸脱行為、10代の人工

妊娠中絶や性感染症感染率の増加等が深刻な問題になって久しい。そのような中、我が国では性感染症の一

つであるエイズの感染者が増加の一途をたどっており、早急な対策が必要な状況にある。

道徳としての取扱いとして、エイズに対する不安や偏見を払拭し、差別や偏見のない社会の実現を目指し、

望ましい異性観や男女の人間関係の在り方にも思いを至らせるために、この題材を設定した。

３ 目 標

・正義を重んじ、誰に対しても公正、公平にし、差別や偏見のない社会の実現に努める。

・人間尊重の精神を培い、感染者の人権を守ることが大切であることを知る。

４ 教科、領域等との内容的関連

⑴ 保健体育（保健分野)「⑷健康な生活と疾病の予防 エ 感染症の予防」

⑵ 社会（公民的分野) ⑶私たちと政治 ア 人間の尊重と日本国憲法の基本原理

⑶ 理科 ⑶動物の生活と生物の変遷 イ動物の体のつくりと働き ア生命を維持する働き

⑷ 特別の教科 道徳 Ｂ-8 友情、信頼 Ｄ-22 よりよく生きる喜び

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

１ 身近な病気について考える。

12月頃になると流行るものは何だろう？

予想される反応>

・風邪

・インフルエンザ

生徒に「エイズ」「差別や偏見」といっ

た予備知識をもたせないようにした

い。

展

開

２ 病気と社会との関わりについて考える。

親友Ａさんからの相談

「あなたのお子さんは、インフルエンザにかかっていま

す。他のお子さんにうつると困るので、やめていただきま

す。」とスイミングスクールに告げられた。

・当事者の気持ちを想像する。

・ショック、あり得ない ・治ればうつらない ・訴える

親友からの相談という設定で、問題

を身近に捉えさせ、客観視させたい。

／11時間扱い

道 徳

中学校
3年生

エイズを知り、エイズから学ぶ

指 導 事 例
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展

開

３ ワークシートを配付し、エイズについて、まずは個人で

考える。（鉛筆で記入）

○エイズが抱える問題点について考える。

「あなたのお子さんは、エイズ（HIV）にかかっています。

他のお子さんにうつると困るので、やめていただきます。」

とスイミングスクールから告げられた。

・当事者の大人［親友Ａ、スイミングスクール側、通わせ

ている親など］の気持ちを想像する。

親友Ａ

・ショック。

・（母親の自分が）HIVに感染してしまったのが悪い

スイミングスクール

･他の子どもの親に知られて通わせないなどのトラブ

ルになったら困る。

他の子の親

・うちの子どもにうつったら困る。

４ グループ（４人程度）で話し合う。（色ペンで記入）

・比較、交流することで自分の感じ方とは違う感じ方をす

る人がいることを確認する。

５ 今回の話題（Ａさんの悩み）での問題点は何か、解決す

るために必要なことは何か、自分たちの考えを発表する。

まとまっていない場合は、具体的な問題点と対応策を発表

する。

・「差別や偏見」がもつ問題点の本質について考える。

エイズ（HIV）に対して差別や偏見をもたないように

するためには、エイズ（HIV）について正しく理解する

ことが大切。

・エイズについて、特別なことではな

く身近なものとして考えさせたい。

・大人の立場で考えることで「世間（社

会）」の視点で考えさせたい。

・感染した母親を責める方向にいかな

いようにしたい。

・風評被害など営業の視点（社会の目）

についても考えさせたい。

・親の不安についても考えさせたい。

・差別・偏見について自分のこととし

て捉えさせたい。

・（実例）2014年８月福岡裁判

［HIV感染：勤務先病院に「就労制限

で不当」と賠償命令］

◆感染者（症）に対する誤解について

考えることができる。

◆差別や偏見を克服するために自分な

りに考えることができる。

ま
と
め

６ 親友のＡ子さんにどのように答えたらよいかを考え、

ワークシートに書く。

・辛かったね。大丈夫だよ。

・私も一緒に話しに行く。

・自分が大人になったと仮定して、自

分の言葉で書かせたい。

◆感染者の心情に寄り添って考えるこ

とができる。

「差別や偏見」はどうしたら無くなるだろうか。
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６ 指導上の留意点・工夫など

○「エイズ」について取り扱う場合、保健体育科などの授業で科学的知識をもった上で取り扱いたい。

○「インフルエンザ」と「エイズ・HIV」を同列に並べる場合、感染方法の違いを混同させないように気を

つけたい。（HIVは飛沫感染や接触感染することはない。）

○「エイズ（AIDS）：後天性免疫不全症候群」と「HIV：ヒト免疫不全ウィルス」の違いについては、ここ

では深く追究しない。

○「スイミングスクール」側の立場に立った場合、「風評被害」という側面もあるが、それ自体が正しい知

識をもっていない「偏見」であることに気付かせたい。

○今回は、感染力の弱さ（水中ではHIVは生きられない）を学ばせるために「スイミングスクール」を設

定したが、学級の実態に応じて「サッカー（部活・スクール）」や「吹奏楽部」（汗や唾液）といった設

定も考えられる。

○「偏見・差別」について考えさせるとともに、感染しないための知識の必要性についても意識させたい。

［板書例］
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７ 資 料

３年 組 番 氏名

【「エイズを知り、エイズから学ぶ」ワークシート】

※人権に関する社会教育指導資料（栃木県）「人権問題 HIV感染者に対する偏見をなくそう」より

る。

・もし、

１ 親友（Ａさん）の子ども（Ｂ子）とあなたの子ども（Ｃ子）は、同じスイミングスクール（SS）に通っ

ています。ある日、Ａさんが相談にのってほしいとあなたの家にやってきました。

２ Ａさんは真剣な表情で、苦しい胸の内を話してくれました。それはＡさんがHIVに感染していること。

そして、そのことを理由に子どもがスイミングスクールから一時的に通うことを拒否されていること。

HIV：ヒト免疫不全ウイルス

３ Ａさんから「うちの子どもは水泳が大好きで、今までどおり、他の子どもと一緒に、スイミングスクー

ルに通わせたいのに…。いったい私はどうしたらいいの？！」と相談を受けました。

※自分の考えは鉛筆で記入 他の人の意見は色ペンで追加記入

問１ それぞれの立場で考えよう。
Ａさん（母親) スイミングスクール（運営者) SSに通わせている親

・ショック
・（感染してしまった）私が悪い
・子どもに責任はない
・通わせてやりたい

・Ｂ子さんは通わせてやりたいが
・他の子どもにうつったら大変
・風評被害にならないか心配
・他の子どもが辞めたら困る

・自分の子どもにうつらないか心
配
・一緒のプールで大丈夫かしら
・他のSSに通わせようか。

問２ あなたならどうしますか？
対応策

①Ｂ子にHIV検査を受けさせ

通っている子

陽性の場合は保健所の医師から今後の生

活・治療についてアドバイスが受けられる。

②三つの感染経路について理解してもらう。

・コンドームなどを用いない性行為による感染、

・注射針の共有などの血液感染、

・母子感染に限られる。

▲水を介して感染することはない。

▲タオルの共用などでの感染もない。

③HIVについて正しく理解してもらうように働

きかける。

問題点

①Ａさんが自分の子どもがHIVに感染（母子感

染）しているのか、確認していないこと。

②スイミングスクール側が日常生活では感染し

ないことを知らないこと。

③同じスイミングスクールに

にどのように

ども

や保護者がエイズについて正しい知識をもっ

ているか不安に思っていること。

問３ 問題を解決するために必要なことは？
・（エイズ（HIV）に対する）差別や偏見をもたないこと

→(そのためには)→(エイズ（HIV）に対して）正しい知識をもつこと

問４ 親友のＡさん

にスイミング

声を掛けますか？
辛かったね。大丈夫だよ。

私も一緒 てあげるよ。スクールに話しに行っ
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